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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

プ レ ゼ ン ト

冊 の 本 を 差 し 出 し た 。　 【 気 候 変 動 、 コ ロ ナ 禍 … 。 文 明 崩 壊の 危 機 。 唯 一 の 解 決 策 は 潤 沢 な 脱 成 長経 済 だ 】  （ 人 新 世 の 「 資 本 論 」  ・ 斎 藤 幸平 ）  。 前 述 は 表 紙 に 記 さ れ た 言 葉 だ 。　
暑 い 。 田 が 地 割 れ す る ほ ど の 渇 水 。

雨 が 降 れ ば 洪 水 。 熱 中 症 患 者 は 増 え る一 方 だ 。 気 候 変 動 は 実 感 す る 。 文 明 崩壊 は 進 ん で い る の か ？　 【 そ の 未 来 は 、 本 書 を 読 ん だ あ な たが 、  （ 略 ） 決 断 を す る か ど う か に か かっ て い る 】 と あ る 。 心 し て 読 も う 。　 【 最 近 は 、 飼 い 犬 が 散 歩 中 、 他 の 犬

　 「 近 頃 、 君 の 書 く も の は痩 せ て い る 」 と Ｋ 氏 が 言 った 。 考 え て み た ま え 、 と 三

と 出 会 っ て も 全 く 無 反 応 な の が 増 えて き て い る ん で す 。 人 の 中 で 育 ち くら し て い て 犬 同 士 の コ ミ ュ ニ ケ ー ショ ン が 出 来 な い ら し い ん で す よ 】（ 心 臓 に 毛 が 生 え て い る 理 由 ・ 米 原万 里 ）  。 へ ぇ ー 、 と 驚 い た 。 著 者 の博 識 と 切 れ の 良 い 啖 呵 は 暑 さ を 忘 れさ せ 、 す ぐ に 読 了 。 弱 気 の 私 の 心 臓に 毛 が 一 本 く ら い 生 え た か な ？　 【 わ た し は こ の ご ろ 、 三 十 代 よ り四 十 代 、 四 十 代 よ り 五 十 代 の 女 性 の方 が よ り 美 し い と 信 じ る よ う に な った 】  （ ま 、 い い か ・ 浅 田 次 郎 ）  。 六十 、 七 十 、 八 十 、 九 十 、 と 年 代 を 足そ う 。 美 は 成 熟 に あ る 。　
統 一 性 の な い 三 冊 の 本 の プ レ ゼ ン

ト 。 こ れ で 非 才 の 私 が 太 る の か ？

西 村 幸 生 さ ん
　

1 0月 ４ 日  （ 土 ）  に 開 か れ

る 「 山 口 市 誕 生

2 0周 年 記

念 式 典 」 へ の 参 加 者 が 募集 さ れ て い る 。 参 加 は 無料 で 、 定 員 は ５ ０ ０ 人 程度 。 応 募 者 多 数 の 場 合 は抽 選 と な る 。　
会 場 は 山 口 市 民 会 館

（ 山 口 市 中 央 ２ ） で 、 時間 は 午 前

1 0時 か ら 。

2 0年

間 を 振 り 返 る 映 像 の 上映 、 功 労 者 表 彰 、 姉 妹 都市 か ら の ビ デ オ メ ッ セ ージ の 披 露 な ど が 予 定 さ れて い る 。　

1 1時

1 5分 か ら は 特 別 講

演 会 。 國 學 院 大 観 光 ま ちづ く り 学 部 長 で 元 東 大 副学 長 の 西 村 幸 夫 さ ん が
「 地 域 そ れ ぞ れ の 個 性 を

活 か し た ま ち づ く り の これ か ら 」 の 演 題 で 話 す 。西 村 さ ん は 、 １ ９ ５ ２ 年

福 岡 市 生 ま れ 。 都 市計 画 や 歴 史 ま ち づ くり を 専 門 と し て おり 、 山 口 市 の 持 つ 個性 や 魅 力 を 踏 ま え 、今 後 の ま ち づ く り の発 展 性 や 可 能 性 等 に

つ い て 、 歴 史 を 読 み 解 きな が ら 提 言 し て も ら う 。

　
参 加 希 望 者 は 、 応 募 フ

ォ ー ム （ 二 次 元 コ ー ド から ） も し く は は が き で 申し 込 む 。 宛 先 は 、 〒 ７ ５３

－

０ ０ ７ ５

　
山 口 市 中

園 町 ７

－

4 0 

ｃ

－

ｃ ｏ ｕ

ｒ ｔ １ Ｆ

　 （ 株 ） コ ア 内

「 山 口 市 誕 生

2 0周 年 記 念

式 典 申 し 込 み 事 務 局 」  。締 め 切 り は

1 7日 （ 水 、 消

　
ロ ビ ー に は 、 午 前 ９ 時

か ら 午 後 ２ 時 ま で 、  「

2 0

年 の あ ゆ み パ ネ ル 展 示 」「 特 産 品 コ ー ナ ー 」 が 設け ら れ る 。 式 典 ・ 講 演 会に 参 加 し な い 人 も 来 場 は可 能 だ 。　
旧 山 口 市 ・ 小 郡 町 ・ 秋

穂 町 ・ 阿 知 須 町 ・ 徳 地 町の １ 市 ４ 町 が 対 等 合 併 して 、 ２ ０ ０ ５ 年

1 0月 １ 日

に 新 し い 山 口 市 は 誕 生 した 。 さ ら に

1 0年 １ 月

1 6日

に 旧 阿 東 町 を 吸 収 合 併し 、 現 在 の 形 と な っ て いる 。

応  募  フ ォ ー  ム

印有効 ）  。 結果 も 伝 達さ れ る 。山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼

1 3日  ︵ 土 ︶  ~

1 5日

︵ 月 ・ 祝 ︶ :

秋 の 大 宝 飾

展
︻ 美 術 ギ ャ ラ リ ー ︼ ~1 5日 ︵ 月 ・ 祝 ︶ :

内 外 人

気 作 家

　
版 画 特 別 セ ー ル

1 0月

4日 山 口 市 誕 生 ２ ０ 周 年 記 念 式 典
９ 月 １ ７ 日 ま で 参 加 者 募 集 中



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ９ 月 １ ０ 日 ㈬ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

で 長 い 期 間 見 ら れ る た め 、干 潟 の 定 番 と い え る 野 鳥 です 。 エ サ は ゴ カ イ や カ ニで 、 獲 物 を 発 見 す る と 駆 け寄 っ て 嘴

く ち ば し

で 捕 ら え ま す 。 そ

の 移 動 と 静 止 を ジ グ ザ グ に繰 り 返 す 動 作 が チ ド リ 類 の特 徴 で 、 千 鳥 足 の 語 源 と なっ て い ま す 。 ぜ ひ 採 餌 の 様子 を 含 め て 観 察 し て み て くだ さ い 。

　
頭 か ら 背 中 は 白 黒 の ま

だ ら 模 様 で 、 顔 か ら 腹 にか け て は 夏 羽 で 黒 色 に 、冬 羽 で 白 色 に 換 羽 し ます 。 名 前 は 昔 の 宮 内 省 の食 事 を 司 る 役 職 「 大

だ い ぜ ん

膳

職 し き

」 が 由 来 と さ れ 、 本 種
が 美 味 で 食 材 に し て い たこ と か ら つ け ら れ て い ます 。　

主 に 干 潟 に 飛 来 し 、 き
ら ら 浜 や 山 口 湾 周 辺 で も渡 り の 時 期 か ら 越 冬 期 ま

7 8

ダ イ ゼ ン

チ ド リ 目 　 チ ド リ 科
［ 全 長 ］ 　 3 0 ㎝
［ 時 期 ］ 　 春 と 秋 の 渡 り の 時 期 に 見 ら れ る 旅 鳥 、 一 部 冬 鳥

新 光 産 業 き ら ら 浜 自 然 観 察 公 園�

寺 本

　
明 広

ぶ ど う の 木 代 表　 　 　 　 　 　 　

中 村

　
佳 恵

　
マ ッ チ 箱 の 上 に お さ ま る

ほ ど の 小 さ な ね ず み が 主 人公 の 写 真 絵 本 。 ね ず み は ピン ク の 鼻 先 を ピ ク ピ ク 動 かし 、 家 に す る の に ぴ っ た りの 場 所 を さ が し て い ま す 。　 「 こ こ が

　
い い か な ？ ／

い や

　
こ こ は

　
さ む す ぎ

る 。 こ こ が

　
い い か な ？

　

い や

　
こ こ は

　
あ つ す ぎ

る 」　
植 木 ば ち の 中 に は つ め た

い 風 が 吹 き こ ん で く る し 、火 の 燃 え て い る 暖 炉 の そ ばは 、 あ つ す ぎ ま す 。　
「 さ む す ぎ な い ／ あ つ す

ぎ な い ／ ひ ろ す ぎ な い ／ せま す ぎ な い ／ や か ま し す ぎな い ／ ぬ れ て も い な い ／ きた な く も な い 」

　
リ ズ ミ カ ル に く り か え さ

れ る 文 章 を 声 に 出 し て 読 むと 、 ね ず み が 本 当 に 本 の 中を 走 り ま わ っ て い る よ う な気 が し て き ま す 。　
や っ と 見 つ け た す て き な

場 所 、 そ れ は 人 形 の 家 。 そこ に は ね ず み に ぴ っ た り の大 き さ の 机 や ベ ッ ド 、 お ふろ ま で ち ゃ ん と そ ろ っ て いま し た 。 よ か っ た ね ！　 「 ね ず み の ほ ん 」 シ リ ーズ の 一 冊 め 。 友 達 を さ が す二 冊 め 、 食 べ 物 を さ が す 三冊 め も あ わ せ て ど う ぞ 。 　
ね ず み が さ が し て い る の

は そ ん な 家 。 で も な か な か見 つ か り ま せ ん 。

童 話 屋 （ 1 9 8 4  年 ）

作 ： ヘ レ ン ・ ピ ア ス
訳 ： ま つ お か 　 き ょ う こ 

ね ず み の
い え さ が し

2 6 9

2 1 0 2

　
ご 自 身 や ご 家 族 に 食 物 ア レ ル ギ ー で お 悩 み の

方 も い ら っ し ゃ る と 思 い ま す 。 加 工 食 品 に は 食物 ア レ ル ギ ー の 原 因 と な る 物 質 の 表 記 が さ れ てい ま す が 、 内 容 を 正 し く 理 解 し な い と 思 わ ぬ 事故 に つ な が る こ と が あ り ま す 。
　
食 物 ア レ ル ギ ー は 、 食 物 の 中 の タ ン パ ク

質 に 対 し て 過 剰 な 免 疫 反 応 が 起 こ る も の です 。 ア レ ル ギ ー 体 質 の 人 は 、 あ る 特 定 の タン パ ク 質 に 対 し て 免 疫 反 応 を 起 こ し や す いと さ れ て い ま す 。 症 状 は じ ん ま 疹 な ど 皮 膚 に 現 れ る も の 、 下 痢

　
ア レ ル ギ ー 表 示 は 原 材 料 名 の 表 示 の 欄 に 記 載 さ れ て い ま す 。 対 象 と な

る 原 材 料 は 、 表 示 が 義 務 付 け ら れ て い る

「 特 定 原 材 料 」

と 、 表 示 が 推 奨

さ れ る

「 特 定 原 材 料 に 準 ず る も の 」

に 分 か れ て い ま す 。 こ れ は 過 去 の 発

症 例 や 症 状 の 、 重 篤 度 を 考 慮 し て 選 定 さ れ て い ま す 。特 定 原 材 料  （ ８ 品 目 ）  ・ ・ ・ え び 、 か に 、 く る み 、 小 麦 、そ ば 、 卵 、 乳 、 落 花 生 （ ピ ー ナ ッ ツ ）特 定 原 材 料 に 準 ず る も の  （

2 0品 目 ）  ・ ・ ・ ア ー モ ン ド 、 あ わ び 、 い か 、 い

く ら 、 オ レ ン ジ 、 カ シ ュ ー ナ ッ ツ 、 キ ウ イ フ ル ー ツ 、 牛 肉 、 ご ま 、 さけ 、 さ ば 、 ゼ ラ チ ン 、 大 豆 、 鶏 肉 、 バ ナ ナ 、 豚 肉 、 マ カ ダ ミ ア ナ ッ ツ 、も も 、 や ま い も 、 り ん ご① 表 示 は

2 8品 目 に 限 ら れ る

　
ア レ ル ギ ー の 原 因 と な る 物 質 は

2 8品 目 以 外 に も あ る た め 、

2 8品 目 以 外

に ア レ ル ギ ー が あ る 人 は 表 示 が さ れ て い な い た め 注 意 が 必 要 で す 。② 表 示 が さ れ て い な い 食 品 が あ る　
店 頭 で 量 り 売 り さ れ て い る 惣 菜 や 、 店 内 で 調 理 さ れ る 弁 当 や パ ン な ど

ア レ ル ギ ー 表 示 が さ れ て い な い 場 合 が あ り ま す 。③ 違 う 表 現 で 書 か れ て い る 場 合 が あ る　
例 え ば 、  「 卵 」 で あ れ ば 、  「 玉 子 」 や 「 鶏 卵 」 の 表 現 が さ れ て い る 場 合

が あ り ま す 。④ ﹁ 使 用 し て お り ま せ ん ﹂ の 表 記 は ﹁ 入 っ て い ま せ ん ﹂ で は な い　
商 品 の 特 性 を 謳 っ た も の に 「 ○ ○ ○ は 使 用 し て お り ま せ ん 」 と い う 表

記 の 商 品 が 存 在 す る 可 能 性 が あ り ま す 。 し か し 製 造 過 程 に お い て 意 図 しな い 混 入 が 起 こ る 場 合 も あ る の で 「 ○ ○ ○ は 入 っ て い ま せ ん 」 と い う 意味 で は な い こ と に 注 意 し ま し ょ う 。

食 物 ア レ ル ギ ー 表 示 を 確 認 し ま し ょ う（  一  社 ）  や ま ぐ ち 食 の 安 心  ・  安 全 研 究 セ ン タ ー だ よ り◆ 食 物 ア レ ル ギ ー と は ？

◆ ア レ ル ギ ー 表 示 が 必 要 と さ れ て い る 食 品 と は ？◆ ア レ ル ギ ー 表 示 を 見 る 際 の 注 意 事 項 や お う 吐 な ど 消 化 器 系 に 現 れ る も の 、 せ き や 呼 吸 困 難 な ど 呼 吸 器 に 現 れる も の 、 鼻 や 目 な ど 粘 膜 に 現 れ る も の な ど 、 症 状 は さ ま ざ ま で す が 、 場合 に よ っ て は 血 圧 低 下 や 意 識 消 失 な ど の 重 篤 な 症 状 （ ア ナ フ ィ ラ キ シ ーシ ョ ッ ク と 言 い ま す ） が 現 れ る 場 合 も あ り ま す 。

 お 知 ら せ　 本 号 へ の 「 サ ン デ ー 伝 言 板 」 の 掲 載 は あ り ま せ ん で し た 。 次 回 は １ ７ 日 （ 水 ） 付 の 掲 載 予 定 で す 。 お 申 し 込 み は ウ ェ ブ サ イ ト の 「 各 種 お 申 し 込 み 」 ボ タ ン か ら 。
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

宮 川 彬 良

島 圭 佑

ウ  ェ  ブ  サ  イ ト

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

 １ 行 記 事 　 嘉 川 八 幡 宮 （ 山 口 市 嘉 川 ） の 秋 季 大 祭 が 、 １ ４ 日 （ 日 ） 午 前 １ １ 時 か ら 。 午 後 ３ 時 か ら 御 神 輿 も 出 る 御 神 幸 祭 、 ４ 時 半 か ら は も ち ま き も 。 福 引 き は ５ 時 ま で 。

　
２ ０ ２ ４ 年 ９ 月 に あ っ

た 「 第

1 3回 秋 吉 台 音 楽 コ

ン ク ー ル 」 の 「 テ ュ ー バ部 門 」 で 、 グ ラ ン プ リ の
「 山 口 県 知 事 賞 」 を 受 賞

し た 島 圭 佑 に よ る コ ン サー ト が 、

2 3日 （ 火 ・ 祝 ）

午 後 ２ 時 か ら 、 秋 吉 台 国際 芸 術 村 （ 美 祢 市 秋 芳町 ） で 開 か れ る 。 同 コ ン

ク ー ル の 周 知 と 、 若 手 演奏 家 の 支 援 が 目 的 。　
島 は 、

0 0年

1 2月 北 海 道

帯 広 市 出 身 。 北 海 道 教 育大 岩 見 沢 校 音 楽 文 化 専攻 、 芸 劇 オ ー ケ ス ト ラ ・ア カ デ ミ ー ・ フ ォ ー ・ ウイ ン ド 第 ８ 期 生 を 経 て 、現 在 は ド イ ツ ・ ハ ノ ー ファ ー 音 楽 演 劇 メ デ ィ ア 大修 士 課 程 在 学 中 。 同 コ ンク ー ル で は 、 国 内 外 か らエ ン ト リ ー し た

8 7人 中 、

最 優 秀 賞 に 選 ば れ た 。　
演 奏 曲 目 は 、  「 ３ つ の

小 品 」  （ ア ン ソ ニ ー ・ プロ グ ）  、  「 ソ ナ タ 」  （ ブ ルー ス ・ ブ ロ ー ト ン ）  、  「

1 2

の 幻 想 曲 よ り 第 ７ 番 」（ テ レ マ ン ） な ど 。　
入 場 料 は 、 一 般 １ ０ ０

０ 円 で 学 生 は ５ ０ ０ 円 。チ ケ ッ ト の 予 約 は 、 秋 吉台 国 際 芸 術 村 （

☎
０ ８ ３

７

－

６ ３

－

０ ０ ２ ０ ） に

電 話 す る か 、 申 し 込 み フ

れ る 。 前 日 に 「

2 0周 年 記

念 式 典 」 が 催 さ れ た 会 場で 、  「 合 併

2 0周 年 を 市 民

参 加 型 で お 祝 い し よ う 」と 開 催 さ れ る 。 主 催 す るの は 、  「 日 本 の ク リ ス マス は 山 口 か ら 」 事 業 で 、２ ０ ０ ９ 年 か ら 毎 年 「 きず な 音 楽 祭 」 を 実 施 し てい る 「 山 口 き ず な 音 楽 祭プ ロ ジ ェ ク ト 」  （

☎
０ ８

３

－

９ ２ ９

－

３ ９ ４ ７ ）

だ 。　 「 日 本 で 初 め て の ク リス マ ス ミ サ が 山 口 で 開 かれ た の は 、 お よ そ ４ ７ ０年 前 の 大 内 義 隆 と フ ラ ンシ ス コ ・ サ ビ エ ル の 出 会い （ き ず な ） が き っ かけ 。 そ の よ う に 『 き ずな 』 を 大 切 に す る 志 を 、音 楽 を 通 じ て 次 世 代 に 伝

　
「 宮 川 彬 良 ＆ グ ラ ン フ

ィ ル 祝 演 奏 会 」 が 、

1 0月

５ 日  （ 日 ）  午 後 ３ 時 か ら ５時 ま で 、 山 口 市 民 会 館（ 山 口 市 中 央 ２ ） で 開 か

え た い 」 と の思 い で 、 同 音楽 祭 で は 毎 年テ ー マ ソ ン グと し て 「 き ずな 」  （ 湯 川 れい 子 作 詞 ・ 宮

1 0月 ５ 日

宮 川 彬 良 ＆ グ ラ ン フ ィ ル 祝 演 奏 会
山 口 市 誕 生 ２ ０ 周 年 を 「 き ず な 」 で お 祝 い

川 彬 良 作 曲 ） を 歌 っ て いる 。 そ の こ と が 、 山 口 市と 宮 川 と の 「 き ず な 」 を生 み 出 し 、 今 回 の コ ン サー ト に も つ な が っ た 。　
宮 川 と と も に 出 演 す る

の は 、 北 九 州 グ ラ ン フ ィル ハ ー モ ニ ー 管 弦 楽 団 。地 元 プ ロ 演 奏 家 に よ る 北九 州 初 の 常 設 オ ー ケ ス トラ で 、

1 8年 に 設 立 さ れ

た 。 協 奏 曲 、 交 響 曲 など 、

6 0曲 を 超 え る レ パ ー

ト リ ー を 持 つ 。

2 0年 か ら

の フ ジ コ ・ ヘ ミ ン グ と の８ 回 の 共 演 は 好 評 だ っ たが 、 彼 女 の 死 （

2 4年 ４

月 ） に よ っ て 中 止 と な った 。

2 4年 に は 、 Ｎ Ｈ Ｋ 交

響 楽 団 正 指 揮 者 の 下 野 竜也 や 佐 渡 裕 と 共 演 し た 。　
演 奏 さ れ る の は 、 全 て

宮 川 が 作 曲 も し く は 編 曲し た 曲 。 司 会 ・ 解 説 も 宮川 が 担 当 す る 。 曲 目 は
「 風 の オ リ ヴ ァ ス ト ロ 」「 ゲ バ ゲ バ

9 0分 」  「 恋 の バ

カ ン ス 」  「 燃 え よ ド ラ ゴン 」  「 エ リ ー ゼ の た め

に 」  「 か ら た ち の 花 」  「 大脱 走 マ ー チ 」 な ど 。 ア ンコ ー ル も 「 マ ツ ケ ン サ ンバ Ⅱ 」  「 夕 方 ク イ ン テ ット 」 と 予 告 さ れ て い る 。そ し て ラ ス ト で は 、 約 ２０ ０ 人 の 合 唱 団 が 「 き ずな 」 を オ ー ケ ス ト ラ と 共に 歌 い 、

2 0周 年 を 祝 う 。

　
前 売 り 券 は 、 一 般 ６ ０

０ ０ 円 で 小 中 高 生 ３ ０ ００ 円 。 当 日 券 は 、 各 ５ ００ 円 高 と な る 。 チ ケ ッ ト購 入 、 車 い す 席 の 申 し 込み 、 託 児 サ ー ビ ス の 申 し込 み （

2 8日 ま で ） は 、 山

口 市 文 化 振 興 財 団 チ ケ ット イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン
（
☎
０ ８ ３

－

９ ２ ０

－

６

１ １ １ ） へ 。 ウ ェ ブ サ イト （ 二 次 元 コ ー ド か ら ）の チ ケ ッ ト 購 入 ペ ー ジ 、チ ケ ッ ト ぴ あ 、 ロ ー ソ ン　
「 第

3 5回 ふ し の 川 漁 協

ま つ り 」 が 、

1 4日  （ 日 ）  午

前 ９ 時 か ら 午 後 ２ 時 半 まで 、 椹 野 川 漁 協 平 川 養 魚所 （ 山 口 市 平 川 河 川 公 園内 ） 周 辺 で 開 か れ る 。 小雨 決 行 で 、 荒 天 の 場 合 は中 止 。　
会 場 で は 、 天 然 ア ユ の

塩 焼 き や 、  「 ほ ろ 酔 い あゆ 」  「 柑 味 鮎 」 等 の 活 アユ 、 甘 露 煮 な ど の 加 工 品が 特 価 販 売 さ れ る 。 さ らに 、 協 賛 店 に よ る 弁 当 、焼 き そ ば 、 か き 氷 、 生 ビー ル 、 ジ ュ ー ス な ど の 飲食 屋 台 が 並 び 、

1 1時 半 か

ら は ア ユ 飯 と カ ニ 汁 の 無

※ す  べ  て  の 受 賞 作 品 は 、  サ  ン  デ ー 山 口  ウ  ェ  ブ サ イ ト  （

htt
ps://

w
w

w.s
u
n
d
a
y-

y
a

m
a
g
uc

hi.
c
o.j

p/s
hi

n
ne

n/2025_s
hi

n
ne

n_
p
h
ot

o_
wi

n
ni

n
g.

p
h
p

）  で も ご 覧  い  た だ け ま す 。

「 ２ ０ ２ ５ 年 新 年 写 真 コ ン テ ス ト 」  受 賞 作 品 紹 介

優 秀 賞  「 こ の 虹 を く ぐ っ て 行 こ う 」台 風  一  過 の 朝 、  大 き な 虹 が か か  っ  て い ま し た 。  こ の 虹 を く ぐ  っ  て 行  っ  た ら 、何 か い い こ と あ り そ う な 気 が し ま し た 。  わ ず か

1 0分 足 ら ず の 夢 で す 。

撮 影 者 ： 野 上 典 子 さ ん  （ 山 口 市 ）

　
撮 影 日 ： ２ ０ ２ ４ 年 ８ 月

3 1日

撮 影 場 所 ： 自 宅  （ 山 口 市 矢 原 ）

料 試 食 （ 各 ２ ０ ０ 食 限定 ） も 。　
ま た 、 約 ３ ５ ０ ０ 匹 用

意 さ れ る 「 ア ユ の つ か み取 り 」  （ 参 加 受 け 付 け は終 了 ） で は 、 幼 児 か ら 大人 ま で 約 １ ０ ０ ０ 人 が〝 熱 戦 〞 を 繰 り 広 げ る 。午 後 ２ 時 か ら は 、 成 績 優秀 者 に よ る 「 あ ゆ 取 り 名人 決 定 戦 」 も 催 さ れ る 。

島 圭 佑 が テ  ュ  ー  バ  コ  ン  サ ー ト秋 吉 台 音 楽 コ  ン ク ー ル 受 賞 記 念２ ３ 日

ア  ユ  販 売 や 無 料 試 食ふ し の 川 漁 協 ま つ り
１ ４ 日

チ ケ ッ トで も 購 入で き る 。

ォ ー ム（ 二 次 元コ ー ド から ） で 。



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ９ 月 １ ０ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


